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　あけましておめでとうございます。今年も一年よろしくお願いいたします。

先日、議会図書室に置いている本を読んでいると、昔、和歌山市に砂丘があったと書かれているのを

見つけました。その名前は「吹上の浜」です。とても驚き、興味が沸いたので、早速、和歌山市史を調べ

てみました。

市史によると、平安時代の「中右記」に「白砂の高く積み、遠く山岳を成す、三・四十町ばかり全く草木

なく、白雲を踏むが如し」とあり、草木の生えていない綺麗な白い砂の山が、約３～４キロメートル続いて

いたそうです。例えば、和歌山城を起点にすると、雑賀崎辺りまで砂丘が広がっていたことになります。

また、標高は２０メートルを越していたとみられ、ビルの６階ぐらいの高さに当たります。驚くほど広範囲

に、大きな砂丘があったことが分かります。

ところで、砂丘と言えば、鳥取砂丘が有名ですが、その大きさは南北に２キロメートル、東西に１６キロ

メートル、標高は最高点で９２メートルです。鳥取砂丘には私も行ったことがありますが、見渡す限り砂

で、頂上付近を歩いている人は豆粒のように見えるほどスケールの大きなものでした。和歌山市にあっ

た吹上の浜は、鳥取砂丘ほどではありませんが、当時の人々にとって、とても壮大なものであったと思い

ます。

さて、砂丘とは、風により移動した砂が堆積して形成された丘や堤状の地形のことです。吹上の浜も紀

伊水道から吹き込む海風により砂が運ばれ、堆積してできたものだと思われます。

そんな吹上の浜ですが、その後、紀の川の氾濫や洪水などにより、大きく連なった姿は失われていっ

たそうです。和歌山市内で高低差があるようなところは、ひょっとしたら、かつての吹上の浜が関係して

いるのかもしれませんね。

≪番外編≫　１１月号で取りあげた、今年を表す漢字１字が昨年末発表されました。

　　　　　　　　 「密」が選ばれましたが、皆さんの予想は当たってましたか？

※参考：和歌山市史第一巻、日本大百科全書、公益財団法人日本漢字能力検定協会ホームページ

 

「和歌山市に砂丘があった！？」


